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新たな学校結核健診導入による小児結核発見への影響

星野 斉之 大森 正子 内村 和広 山内 祐子

要旨:2003年 度より小中学校 における学校健診の要精密検査者の選定方法が,1年 生対象のツベル

クリン反応検査から,全 生徒対象の問診中心の健診に変更された。その患者発見への影響を検討する

ため,2001～2003年 の3年 間に新規登録された小中学生の予防内服者数お よび結核患者数を,発 生

動向調査結果から比較検討 した。予防内服者数は,2920名 から1087名 に半減した。 この中で,学 校

健診による者は1310名 から99名 へ激減し,予 防内服者に占める割合は44.9%か ら9.1%に 低下 した。

また2001,2002年 にみられた6～7歳 および12～13歳 の予防内服者の集申傾向は消失 した。予防内

服者の激減 と年齢集中の消失には,学 校健診におけるツベルクリン反応検査の廃止が影響 したと思わ

れる。医療機関受診と定期外健康診断による予防内服者数 も減少 したが,減 少率は一定であった。

結核患者数は122名 か ら46名 と減少 しているが,2002年 か ら2003年 にかけての結核罹患率の減少率

は,前 年に比 して大 きく変化することはなかった。その中で学校健診による結核患者数は23名 か ら

6名 に減少 し,こ れまで突出して多かった6歳12歳 の分布は消失した。小児結核全体の中で,学 校

健診による患者の占める割合は10～12%で あったが,2003年 は3.9%に 低下 した｡医 療機関受診 も減

少 したが,定 期外健康診断はほぼ一定だった。

キーワーズ:結 核,学 校健診,患 者発見,予 防内服

は じ め に

政令の改正によ り,2003年 度 より小中学校の結核健

診において,1年 生および一部の2年 生を対象にしたツ

ベルクリン反応検査(以 下,ツ 反と略す)が 廃止になり,

代わ りに児童 ・生徒全員を対象にした問診票を用いた健

診が導入された｡本 資料では,健康診断の方法の変更が,

発見患者数ならびに結核罹患率 と予防内服者数ならびに

予防内服者登録率に,ど のように影響 したかを検討する

ことを目的にして,2003年 の小中学生における患者発

見状況を,前 年までと比較 した｡

方 法

予防内服者と結核患者の情報は,発 生動向調査情報を

用いた｡人 口は総務省統計局の人口推計を用いた｡職 業

区分における小中学生の判断は,年 齢の他に発生動向調

査の職業 区分 を用いた｡2001,2002,2003年 の予防内

服者 と結核患者を発見方法別,年 齢階級別に集計 し,人

ロ10万 対率 ならびに発見割合を求めた｡ま た,0～14

歳の予防内服者登録率ならびに結核罹患率の推移 と,親

の世代(20,30,40歳 代)の 結核罹患率の推移の関係に

ついて検討 した｡ま た,在 籍者中要精密者割合は,地 域

保健 ・老人保健事業報告(地 域保健編〉等か ら情報を入

手 した｡

結 果

小中学生の予防内服者

Table1に,2001年 か ら2003年 に新規に登録 された小

中学生の予防内服者数と予防内服者登録率(人 口10万

対)の 推移を示 した｡予 防内服者数 は,2920名(2001

年),2173名(2002年),1087名(2003年)で あ り,2002

年から2003年 にかけて半減 した｡検 討対象である児童 ・

生徒数の変動を考慮して,予 防内服者登録率を検討 した

が,減 少率 は,対 前年比 で24.5%(2001～2002)か ら
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49.3%(2002～2003)と 拡 大 して い た｡中 で も学 校 健 診

に よ る予 防 内 服 者 数 は,2001年 の1310名(人 口10万 対

IO.4)か ら2002年 は933名(同75),そ し て2003年 は99

名(同0.81)に 大 幅 に 減 少 し,減 少 率 は27.9%(2001～

2002)か ら89.2%(2002～2003)に 増 大 し た｡ま た,年

齢 別 に 見 る と,変 更 前 の2001年 と2002年 は小 学 校1年

生 に あ た る6～7歳 と 中学 校1年 生 に あ た る12～13歳

に予 防 内 服 者 が 集 中 して い た が,2003年 で は 同年 齢 に

集 中 す る 傾 向 は消 失 し,予 防 内 服 者 登 録 率 で み て も同年

齢 層 で 大 き く減 少 して い た｡

一 方
,医 療 機 関 受 診 に よ る 予 防 内服 者 数 は199名(人

口10万 対1.6),121名(0.98),76名(0、62)と 低 下 し て

い た が,予 防 内 服 者 登 録 率 の 減 少 率 は38 .8%(2001～

2002),36.7%(2002～2003)と ほ ぼ一 定 で あ っ た｡ま た,

定 期 外 健 康 診 断 に よ る 予 防 内 服=者数 は1351名(人 ロ10

万 対10.7),1085名(8.8),884名(7.2)と 低 下 して い た が,

予 防 内 服 者 登 録 率 の 減 少 率 は対 前 年 比 で17.8%(2001～

2002),18.2%(2002～2003)と 一 定 で あ り,学 校 健 診 発

見 や 医療 機 関 受 診発 見 よ り減 少 率 は低 い状 況 に あ っ た｡

小 中学 生 の 結核 患 者

Table2は,2001年 か ら2003年 に新 規 に 登 録 され た小

中学 生 の結 核 患 者 数 と結 核 罹 患 率 の推 移 を み た もの で あ

る｡患 者 数 お よび 結 核 罹 患 率 は,2001年 の122名(人 ロ

10万 対0.97)か ら2002年 の72名(同0.58),2003年 の46

名(同0.38)と 減 少 し た｡人 ロ10万 対 で み た結 核 罹 患 率

の 減 少 率 は,対 前 年 比 で40.2%(2001～2002)か ら34.5

%(2002～2003)と 減 少 率 は 縮 小 した｡患 者 数 が 減 少 し

た発 見 方 法 は,学 校 健 診(23名,21名,6名)と 医 療 機

関受診(68名,29名,19名 〉であった｡学 校健診による

患者数を年齢励に見 ると,2001年 と2002年 は,小 学校

1年 生と中学校1年 生に該当する6～7歳 と12～13歳

に患者が集中(2001年 は23人 全員,2002年 は21人 中20

人)し ていたが,2003年 はその傾向は消失した｡

医療機関受診では,12～13歳 にやや多い傾向が見ら

れたが2003年 は消失 していた｡一 方,定 期外健康診断

は26名,21名,21名 と過去3年 ほぼ一定であった｡定

期外健康診断は患者数に年齢の偏 りは見 られなかった｡

小児の予防内服者登録率と結核罹患率の検討

0～14歳 の小児の年齢 における予防内服者登録率 と

結核罹患率(総i数 と学校健診)と 親の世代(20,30,40

歳代)の 結核罹患率 をFig｡に 示 した｡2002～2003年 の

学校健診における予防内服者登録率の低下が大 きく,予

防内服者登録率(総 数)の 低下に影響 していた｡一 方,

同 じ時期 に学校健診による小児結核罹患率は低下 した

が,小 児結核罹患率(総 数)は,1999年 以降は一定の減

少速度であった｡

考 察

2003年 に見 られた小中学校の予防内服登録者数の減

少は,学 校健診発見による予防内服者数の減少によると

ころが大 きい｡こ の変化の要因 としては,2002年 度ま

で小中学校1年 生に行われていたツ反検査により,精 密

検査を受け予防内服対象者になっていた=者(特に中学校

1年 生では,過 去のツ反 ・BCGに よ り小学校1年 生 よ

り大 きく出る可能性がある)が,ツ 反の廃止により,精

密検査対象者に選定されなくなった影響が大きいと思わ
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れる｡要 精密者割合の変化で見ても,前 年度まで行われ

ていた学校健診におけるツ反検査では,要 精密者(ツ 反

強陽性者)の#」合が,3.7g%(2001年)】),4.0%(2002年)2)

であったのに対 して,薪 しい健診方法における在籍者中

要精密者割合では,一 部地域の情報であるが,全 国8都

道府県で平均O.529e(最 高O.82%～ 最低0.11%)3),東 京都

(一部除 く)で は0.95%4)と,前 年 までの全国における要

精密者割合 より低い値を示 していた｡

医療機関受診による予防内服者数 も減少 しているが,

その一部は学校健診後の精密検査が医療機関で行われ,

医療機関受診に分類された者がいた可能性がある｡定 期

外健康診断による予防内服者数は,一 定の減少傾向を示

しているが,減 少速度は学校健診や医療機関受診に比し

て遅 く,中 学生の一部では定期外健康診断(家 族)に お

ける予防内服者数の増加 も認められる｡他 群よりも減少

速度が遅い要因としては,調 査年 も生じている小中学校

における結核集団感染の発生や,新 しい学校健診の問診

票により結核患者 との接触が特定されて,定 期外健康診

断に分類された者の影響などが考えられる｡

結核患者についてみると,患 者数は2001年 か ら減少

してお り,2001～2002年 では医療機関受診が大幅に減

少 してお り,2002～2003年 では学校健診 と医療機関受

診が減少 している｡学 校健診 は,2001年 以前 において

も小学校1年 にあたる6歳 と中学校1年 にあたる12歳

で行われていたので,新 規に登録される結核患者数は明

らかに前後の年齢 より突出して多かった5)が,2003年 で

は,学 校健診による患者数の減少により,6～7歳 およ

び12～13歳 への患者の集中が消失 した｡要 精密検査者

の選定方法の変更が,学 校健診で発見された患者数の減

少に影響 した可能性が高い｡な お医療機関受診による患

者数 も減少 しているが,予 防内服者と同様に,学 校健診

により要精密 となり,医 療機関に紹介されて発見された

者が,医 療機関受診に数えられていた可能性がある｡定

期外健康診断による患者数は,大 きな変動は見 られな

かった｡そ の要因としては,予 防内服者数の推移と同様

に,新 しい学校健診の問診票により結核患者との接触が

特定されて,定 期外健康診断(家 族)で 発見された可能

性と,調 査年 も生 じている結核集団感染の発生の影響が

考えられる｡

また,近 年の小児結核罹患率の推移に影響する要因を

検討するために,1990年 代後半の小児(0～14歳)の 予

防内服登録率および結核罹患率と20～40歳 代の結核・罹

患率の推移を,図 示 して検討 した(Fig.)｡親 の世代(20

歳代か ら40歳 代)の 結核罹患率の1999年 以降に見られ

る低下が,小 児の予防内服者登録率と結核罹患率の低下

に呼応している｡結 核緊急実態調査・6)の5～14歳結核患

者についてみると,感 染源が特定 された者(55.6%)の
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うち,両 親のどちらかが感染源であった者が6L3%を 占

めていた｡ま た,2001～2003年 にかけて行われた主要

小児科病院等のア ンケー一ト調査7)に よると,113人 の小

児結核報告の感染源は,特 定された74%中 半分が父母

であった｡感 染源の年齢は30歳 代が最 も多 く,つ いで

20歳 代,40歳 代 であった｡以 上の知見 より,小 児に結

核感染を及ぼす親の世代の結核罹患率が減少 し,そ の結

果 として小中学生における予防内服者登録率 と結核罹患

率が低下した可能性が示唆された｡

ま と め

①小中学生の予防内服者数は新 しい学校健診が導入され

た2003年 には前年の半数に減少 した｡学 校健診に限っ

てみると予防内服者数は,2001年 から2003年 にかけ

て1310名 から99名 に減少 し,割 合は44.9%か ら9,1%

と激減 した｡2002年 までみ られた6～7歳 および12

～13歳 への予防内服者の集中傾向は2003年 には消失

した｡

②結核患者総数は順調に減少 した｡特 に2003年 に学校

健診発見による結核患者が23名 から6名 に減少 した｡

前年までは年齢別分布で,6歳,12歳 は前後の年齢よ

り突出 して患者数が多かったが,2003年 には消失 し

た｡

③全小児結核患者のうち学校健診発見の占める割合は従

来10～12%で,2003年 は3.9%と 縮小 したが,罹 患率

の推移においては大 きな変化は見 られなかった｡
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INFLUENCES OF THE ADOPTION OF NEW TUBERCULOSIS MASS-EXAMINATION 

   SYSTEM FOR SCHOOL CHILDREN ON TUBERCULOSIS IN SCHOOL AGE

Hitoshi HOSHINO, Masako OHMORI, Kazuhiro UCHIMURA, and Yuko YAMAUCHI

Abstract TB mass screening for elementary and junior-high 

school pupils was revised in 2003 in Japan. Interview sheet 

with questionaires about past history of TB and BCG has been 

applied for all pupils to choose high risk groups for TB infec-

tion or TB diseases since 2003 April replacing previous mass-

screening method with tuberculin test for first-grade pupils. 

We compare results of case-finding of school-children in 2001, 

2002 and 2003 by the data of national TB surveillance system. 

Total number of latent TB infection (LTBI) subjected to pre-

ventive treatment decreased from 2920 (2001), 2173 (2002) 

to 1087 (2003). Number of LTBI detected by school mass-

examination decreased markedly from 1310, 933 to 99. In 

addition, two peaks of LTBI in 6-7 years old and 12-13 years 

old children disappeared. Number of LTBI by contact exami-

nation gradually decreased from 881, 742 to 687. Number of 

LTBI detected by medical facilities also decreased from 199, 

121 to 76. 

 Total number of TB patients among school-children also 

decreased from 122, 72 to 46. TB patients found by school

mass-examination showed a marked decrease from 23,  21, to 

6. TB patients detected by medical facilities decreased from 

68, 29 to 19. Number of TB cases detected by the contact 

examinations did not change. The reduction in the number of 

LTBI and disappearance of two peaks in  6-7 years old and 

 12-13 years old children are assumed to be mainly due to 

the revision of TB mass screening method in elementary and 

junior-high schools. 
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finding, Latent tuberculosis infection 
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